
智

撮

と

義

湘

系

の

華

厳

思

想

-

五
海
印
説
を
め
ぐ

つ
て
-

木

村

清

孝

法
蔵
と
義
湘
は
と
も
に
智
撮
に
学
ん
で
い
る
。
二
人
の
心
の
つ
な
が

り
も
決
し

て
浅
い
も
の
で
は
な
か
つ
た
ら
し

い

(『
寄
海
東
書
』
参
照
)
。

け
れ
ど
も
、

二
人
が
、
ま
た
そ
の
継
承
者
た
ち
が
把
握
し
展
開
し
た
思

想
に
は
か
な
り
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
中
で
も
義
湘
系
華
厳

の
特
徴

は
、
「海
印
」
お
よ
び

「陀
羅
尼
」
の
捉
え
方
に
よ
く
示
さ

れ
て
い
る

よ
う

で
あ
る
。
本
論
は
こ
の
う
ち
の

「海
印
」
に
関
す
る

一
考
察

で
あ

り
、
五
海
印
説
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
華
厳
教
学

で
は
、
海
印
三
昧
は
華
厳

一
乗
教
義

の
依

つ
て
立

つ
根
本
定

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
海
印
三
昧
は
大
般
若

経

・
大
集
経
な
ど
種
々
の
大
乗
経
典
に
説
か
れ
、
華
厳
経
に
限
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
華
厳
経
に
お

い
て
も
、
数
ケ
所
に

「海

印
三

昧
」
の
語
や
関
連
記
述
が
見
え
、
海
印
三
昧
の
力
に
よ
る

二

切
の
示

現
」
を
説
く

(賢
首
品
)
と
は
い
え
、
経
典
自
身
が
そ
れ
を

一
乗
教
義
の

根
定
的
な
三
昧
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
杜
順
説

・
智
撮
撰
と
さ
れ

る

一
乗
十
玄
門
に
お
い
て
は
じ
め
て
華
厳
の
思
想
と
海
印
三
昧
と
の
深

い
連
関
が
、
海
印
三
昧

の
は
た
ら
き
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
相
対

の

「
同
時

具
足
相
応
」
と
い
う
形
で
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
著
作
は
六
二

八
年
の
成
立
と
伝
え
ら
れ
る
捜
玄
記
と
前
後
す
る
時
代
の
も
の
で
あ
ろ

う
が
、

一
方
の
捜
玄
記
で
は
、
海
印
三
味
に
と
く
に
触
れ
て
い
る
と
こ

ろ
は
な
い
。
と
も
か
く
、

こ
の

一
乗
十
玄
門
の
思
想
か
ら
智
撮
の
海
印

論
は
後
期

の
五
十
要
問
答
、
孔
月
章

へ
と
移
つ
て
、
そ
の
姿
を
は
つ
き

り
さ
せ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
五
十
要
問
答

(
上
)
で
は
諸
仏

の
顕
現

が
釈
迦
仏
の
海
印
定
力
に
依
る
こ
と
が
述

べ
ら

れ
、
さ
ら

に
孔
目
章

(四
)
に
お
い
て
、

(1
)

一
乗
同
別
教
義
、
依
海
印
定
起
。
普
眼
所
知
。
三
乗
教
義
、
依
仏
後
得
法
住

智
説
。
聞
思
修
及
報
生
善
意
識
、
井
内
証
梵
行
勝
智
、
及
真
実
智
所
知
。
此

約
別
相
説
。

と
説
か
れ
る
。

こ
の
海
印
三
昧
の
解
説
は
、
端
的

に
智
と
の
関
わ
り
、

主
体
的
世
界
と
の
対
応
を
示
し
て
い
る
点
で
二
ユ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る

智
假

と
義
湘
系

の
華

厳
思
想

(
木

村
)
 

三
二
三
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智
假

と
義
湘
系

の
華
厳

思
想

(
木

村
)
 

三
二
四

(2
)

が
、
規
定

そ
の
も
の
は
法
蔵
の
基
本
的
把
握
に
連
続
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
同
じ
く
孔
目
章

(二
)
に
は
、
「無
尽

円
通
教
門
」
に
依

れ
ば
、

あ
ら
ゆ
る
法
数
や
教
え
が

「海
印
定
中
に
在

つ
て
成
ず
る
」
か
ら

一
乗

の
所
目

で
あ
り

一
乗
で
あ
る
と
も
説
か
れ
て
い
る
。

従
来
、

智
綴
の
海
印
論
は
上
述
し
た
と
こ
ろ
を
基
本
と
し
て
考
え
ら

れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
間
違
つ
て
は
い
な
い
し
、
法
蔵
教
学
と
の
関

係
を
見
る
限
り
は
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
と
は
別

に

一
つ
の
伝
承
が
あ
る
。

そ
れ
は

「
海
東
華
厳
初
祖
」
義
湘
の
門
流
に

伝
え
ら
れ
る
五
海
印
説
で
あ
る
。

こ
の
説
が
智
撮
の
も
の
と
さ
れ
、
し

か
も
義
湘
系
の
華
厳
思
想
史
上
、
小
さ
く
な

い
役
割
を
果

た
し
て
い

る
。
五
海
印
説
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
次
に
、
説
示

の
経
緯
を
記
し
た
部
分
も
含
め
て
、
五
海
印
説
に
関
す
る

一
文
を
記
し

て
お
こ
う
。
同
じ
類
型
の
中
に
、
海
印
の
段
階
づ
け
が
整
然
と
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

雲
華
尊
者
云
。
唯
花
厳
経
所
説
之
法
、
依
海
印
定
起
也
。

時
有
智
積
国
統
難
云
。
大
集
経
云
。
如
閻
浮
提

一
切
衆
生
身
及
外
色
、
如
是

色
相
海
中
皆
有
印
相
。
是
故
名
大
海
為
印
。
菩
薩
亦
爾
。
得
大
海
印
三
昧
、

見
一
切
衆
生
心
行
。
云
云
。
則
下
四
教
法
亦
依
海
印
定
起
。
何
如
云
不
爾
耶
。

雲
華
答
日
。
海
印
有
五
。

一
者
三
大
阿
僧
舐
劫
歴
修
之
帝
釈
昇
法
空
須
弥
山

頂
、
与
所
知
障
阿
修
羅
闘
戦
之
時
、
三
科
百
法
像
現
於
大
円
鏡
智
海
中
之
海

印
也
。
二
者
不
可
数
劫
歴
修
之
帝
釈
升
本
覚
須
弥
頂
、
与
根
本
無
明
阿
修
羅

相
戦
之
時
、
恒
沙
性
徳
像
現
於

一
心
真
如
海
之
海
印
也
。
三
者

一
念
不
生
之

帝
釈
升

一
行
三
昧
須
弥
頂
、
与
妄
想
阿
修
羅
相
戦
之
時
、
無
相
無
分
別
像
現

於
不
二
実
相
海
之
海
印
也
。
四
者
二
仏
刹
微
塵
数
劫
歴
修
之
帝
釈
升
総
相
須

弥
頂
、
与
遍
計
阿
修
羅
相
戦
之
時
、
十
種
普
法
像
現
於
世
界
海
之
海
印
也
。

五
者
十
仏
之
帝
釈
升
法
性
須
弥
頂
、
与
無
住
実
相
阿
修
羅
相
戦
之
時
、
三
種

(
3
)

世
間
像
現
於
国
土
海
之
海
印
也
。

そ
こ
で
ま
ず
、
智
綴
と
こ
の
五
海
印
説
が
結
び
つ
く
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
る
と
、
第

一
に
、
こ
の
説
は
義
湘
系
以
外
の
諸
文
献
に

は
お
そ
ら
く
少
し
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
第
二
に
、
前
記
の
智
撮
の

三
つ
の
著
作
に
お
け
る
海
印
三
昧
の
卒
直

・
明
快

な
論
じ
方
と
こ
の
説

と
は
異
質

の
感
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
五

海
印
説
は
智
撮

の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
い
う
判
断
に
傾
く
。
け
れ
ど

も
、
そ
の
全
体
の
構
成
の
仕
方
や
、

そ
こ
に
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
思
想

な
ど
に
よ

っ
て
積
極
的
に
そ
う
断
定

で
き
る
わ
け

で
も
な
い
。

た
と
え
ば
、
帝
釈
と
阿
修
羅
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
て
海
印
を
語
る
点

で
あ
る
が
、
六
十
華
厳
の
賢
首
品
に
は
そ
の
発
想
を
生
み
出
し
う
る
と

(4
)

思
わ
れ
る
偶
文
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、

如
浄
水
中
四
兵
像

各
々
別
異
皆
明
了

刀
剣
輪
戟
衆
兵
器

如
是
等
佼
皆
悉
現

随
其
器
佼
本
形
相

悉
現
於
彼
浄
水
中

水
影
四
兵
無
僧
愛

是
名
大
仙
定
自
在

で
あ
る
。

こ
の
あ
と
に
は

「
天
と
阿
修
羅
と
闘
戦
せ
る
時
、
阿
修
羅
衆

す
な
わ
ち
退
散
す
。
心
大
い
に
恐
怖
し
て
奔
走
し
、
四
兵
悉
く
繭
練
の
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孔
に
入
る
」
な
ど
と
あ
る
か
ら
、
上
の

「
四
兵
」
が
阿
修
羅
の
軍
隊
を

意
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

こ
こ
に
い
う
大
仙

定
は
確
か
に
海
印
三
昧
に
似
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
法
蔵

の
よ
う
に
、
こ

の
詩
偶
を

そ
の
ま
ま

「
海
印
の
徳
に
た
と
え
る
」
と
み
る
こ
と
も
で
き

る
。
た
だ
し
、
智
綴
の
捜
玄
記
で
は
、

こ
れ
は

「実
徳
離
非
の
喩
」
と

規
定
さ
れ
、
海
印
と
の
関
係
は
全
く
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
が
こ
れ

だ
け
に
よ

っ
て
五
海
印
説
と
智
綴
思
想
の
断
絶
を
証
明
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

一
っ
の
大
き
な
理
由
を
あ
げ
れ
ば
、
智
假
に
は
明
ら
か
に
年

代
的
に
思

想
の
変
化
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
海
印
三
昧
に
五
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
も
、
智
撮
の
教
判
的

な
立
場
か
ら
類
推
し
て
、
可
能
性
が
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
五
海

印
は
、
法
界
図
記
叢
髄
録

(下
ノ
一
)
所
載
の

「
古
記
」
、
お
よ
び

一
乗

法
界
図
円
通
記

(上
)
の
い
ず
れ
に
も
、
第

一
は
初
教
、
第
二
は
終
教
、

第
三
は
頓
教
、
第
四

・
第
五
は

一
乗
に
配
さ
れ
、
第
四
は
外
化
、
第
五

は
内
証
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
。

こ
の
う

ち
の
第

四

・
第

五
は
そ
れ
ぞ

れ
、
よ
り

一
般
的
に
、
同
教
と
別
教
に
当
て
う
る
側

面
を
も

つ
て
い

(5
)る
。
そ
も
そ
も
智
綴

の
教
判
は
ま
だ

一
定
し
て
は
い
な
い
。
こ
こ
に
あ

げ
た
形

の
五
教
教
判
そ
の
ま
ま
の
も
の
は
か
れ
の
現
存
著
作
中
に
は
認

め
ら
れ
な

い
よ
う
で
あ
る
が
、
三
乗
を
初
教
と
終
教

に
区
別
す
る

こ

と
、
頓
教
を
重
視
し
つ
つ
立
て
る
こ
と
、

一
乗
を
同
別
に
分
け
る
こ
と

は
、
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

の
教
判
的
意
識
が
統
合
さ
れ
、
か
つ
修
正
が
加
え
ら
れ
て
、
上
の
五
教

に
も
と
つ
く
海
印
三
昧
そ
の
も
の
の
種
別
化
が
絶
対
に
行
な
わ
れ
な
か

つ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
に
五
海
印
説
の
全
体
の
構
成
に
つ
い
て

一

・
二
の
べ
た
が
、
個

々
の
思
想
内
容
や
用
語
の
点
に
も
智
綴
に
お
い
て
は
あ
り
え
な
い
と
断

言
で
き
る
だ
け
の
も
の
は
な
い
。
こ
う
し
て
、
五
海
印
を
智
蝦
が
説
い

た
可
能
性
は
幾
分
で
も
残
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
叢
髄
録
は
、
こ
れ

の
み
を
智
撮

の
海
印
論
と
し
て
紹
介
す
る
の
で
あ
る
。

だ
が

一
方
で
は
、
義
湘
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
、

ま
た
は
そ
の
弟
子
の

誰
か
が
智
撮
に
仮
託
し
た
も
の
と
い
う
推
測
も
成

立
つ
。
次
に
五
海
印

説
と
義
湘
の
唯

一
の
著
作
と
さ
れ
る

一
乗
法
界
図
と
の
間
を
探

つ
て
み

よ
う
。
一
乗
法
界
図
は
周
知
の
よ
う
に
、
「印
」
の
形

に
組
ま
れ
た
七
言
三

十
句
の
詩
と
、

こ
れ
に
対
す
る
釈
と
か
ら
成
る
。

詩
の
部
分
は
智
撮
の

作
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

一
乗
法
界
図

円
通
記
の
冒
頭

で
均
如
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
と
も
に
義
湘
の
作
と
す

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
海
印
三
昧
に
つ
い
て
い
え
ば
、
本
書

で

は
ま
ず
、
「
印
」
の

形
式
を
と
る
理
由
と
し
て
、

欲
表
釈
迦
如
来
教
網
所
摂
三
種
世
間
、
従
海
印
三
昧
墾
出
現
顕
故
。

と
あ
る
。
海
印
三
昧
に
も
と
つ
く
三
種
世
間
の
現
成
が
説
か
れ
る
わ
け

で
あ
る
。
ま
た
こ
の
詩
の
う
ち

「
利
他
行
に
約
す

」
と
さ
れ
る
四
句
、

す
な
わ
ち

智
假
と
義
湘
系
の
華
厳
思
想

(木

村
)
 

三
二
五
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智
儂
と
義
湘
系

の
華
厳
思
想

(
木

村
)
 

三
二
六

能
入
海
印
三
昧
中

藥
出
如
意
不
思
議

雨
宝
益
生
満
虚
空

衆
生
随
器
得
利
益

の
第

一
句
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
注
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「印
」
者
約
喩
得
名
。
何
者
是
大
海
極
深
、
明
浄
徹
底
。
天
帝
共
阿
修
羅
闘

謹
時
、

一
切
兵
衆
、

一
切
兵
具
、
於
中
離

(顕
力
)
現
了
了
分
明
。
如
印
顕

文
字
。
故
名

「海
印
」
。「能
入
」
「三
昧
」
亦
復
如
是
。
窮
証
法
性
、
無
有

源
底
。
以
究
寛
清
浄
湛
然
明
白
、
三
種
世
間
於
中
顕
現
。
名
日

「海
印
」
。

こ
れ
ら
二
つ
の
文
を
通
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、

一
乗
法
界
図
の
海
印
論

と
五
海
印
説
が
接
近
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
う
る
。

と
く
に
、

天
帝
と
阿
修
羅
の
戦
い
が
海
印
の
説
明
に
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
、
お
よ

び
海
印

・
法
性

・
三
種
世
間
の
関
係
が
、
五
海
印
説
の
第
五
に
内
容
的

に

一
致
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
天
帝

と
阿
修
羅

の
響
喩

は
、
明
晶

の

『
海
印
三
昧
論
』
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、

義
湘
以
後
の
朝
鮮
華
厳
の
海
印
論
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に

動
い
て
い

つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
観
点
に
立
つ
て
叢
髄
録
お
よ
び

円
通
記
を
見
て
み
る
と
、
基
本
的
な
海
印
論
の
特
徴
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

の
面
か
ら
海
印
の
分
類

・
体
系
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
よ
う
。

た
と
え
ば
、
十
句
章
円
通
記

(下
)
に
従
え
ば
、
法
融

は
忘

像
海
印
と
想
像
海
印
と
を
対
応
さ
せ
、
均
如
は
海
印
を
広
門

と
略
門
と

に
分
け
る
。
ま
た
融
質
は
海
印
分
相
門
と
海
印
通
相
門
を
立
て
た
と
い

う
。
さ
ら

に
法
界
図
記
叢
髄
録

(
上
ノ
一
)に
は
、
三
種
世
間
の
そ
れ
ぞ

れ
に
海
印
を
密
着
さ
せ
る
考
え
方
も
示
さ
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
他

方
、

こ
の
よ
う
な
動
き
と
並
ん
で
、
当
面
の
問
題

で
あ
る
五
海
印
説
か

ら
の
展
開
と
目
さ
れ
る
思
想
が
生
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
第

一
は
、

一
乗
法
界
図
の
全
体
の
解
釈
に
際
し
て
、
五
海
印
を

も
つ
て
配
釈
す
る
と
い
う
説
で
あ
る
 (法
界
図
記
叢
髄
録
、
上
ノ
一
)
。五

海
印
説
の
上
に
一
乗
法
界
図
を
重
ね
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、

こ
の
立
場
で
は
五
海
印
説
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
智
撮
と
義
湘
の
連
続
性

・
一
体
性
、

さ
ら
に
華
厳
の
伝
統
の

正
統
性
を
暗
に
主
張
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
二
の
タ
イ
プ
は
、
五
海
印
説
を
ベ
ー
ス
と
す
る
六
海
印
お
よ
び
十

海
印
の
説
に
お
い
て
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
海
印
説
の
拡
充
完
全

化
の
方
向

で
あ
る
。
ま
ず
六
海
印
説
と
は
、
五
海
印
の
第
四

・
第
五
の

一
乗
の
海
印
は

「
果
海
印
」
に
約
す
る
も
の
と
見
、
も
し

「
因
海
印
」

を
開
く
と
す
れ
ば
、
と
い
う
条
件
の
も
と
に
第
六
の
海
印
を
加
え
る
説

で
あ
る
。
第
六
の
海
印
と
は
、
叢
髄
録

(下
ノ
一
)に
よ
れ
ば
、

普
賢
之
帝
釈
升
解
行
須
弥
頂
、
与
百
障
阿
修
羅
相
戦
之
時
、
無
尽
普
法
像
現

(
6
)

於
錠
光
破
理
鏡
之
海
印
也
。

を
い
う
。
た
だ
し
円
通
記
の
記
述

で
は
こ
こ
の

「普
賢
」
が

「
善
財
童

子
」
と
な
つ
て
い
る
。
前
者
の
方
が
直
接
依

つ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
経

典
の
思
想
に
は
忠
実
な
よ
う
で
あ
る
が
、
原
文
が
ど
う
な
つ
て
い
た
か

は
厳
密
な
意
味
で
は
不
明

で
あ
る
。
ま
た
か
り
に
智
撮
の
思
想
に
還
元

し
て
み
た
場
合
も
、
ど
ち
ら
が
本
来
的
で
あ
る
か
は
決
し
が
た
い
。

一

乗
の
実
践
は
普
賢
を
も
つ
て
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
は
あ
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る
が
、
よ
り
現
実
的

・
具
体
的
な
実
践
過
程
を
尊
重
す
る
立
場
で
は
、

善
財
童
子
に
そ
の
典
型
を
見
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

一
つ
の
推
測
を
い
え
ば
、
あ
る
い
は
均
如

の
実

践
性
が

「
普
賢
」
を

「
善
財
童
子
」
ど

読
み
か
え
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
今
は
、
ど
う
い
う
パ
タ
ー
ン
の
海
印
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
か

を
述
べ
れ
ば
足
り
る
。

次
に
十
海
印
、

ま
た
は
十
重
海
印
の
説
は
、
十
句
章
円
通

記

(下
)

に
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
十
句
章
に
は
忘
像
海
印
と
現
像
海
印
な
ど

五
重
の
教
義
の
相
対
が
説
か
れ
る
が
、
均
如
は
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
六
種

の
海
印
を
主
張
し
、
さ
ら
に
五
海
印
説

の
う
ち
の
第
三
ま

で
、
す
な
わ

ち
三
乗
の
三
海
印
を
採

つ
て
九
重
の
海
印
を
数
え
る
。
くそ
し
て
こ
れ
に

「
小
乗
海
印
」
、
あ
る
い
は
表
訓
に
従
い
根
本
と
し
て
の

「
不
可
説
不

可
説
」
を
加
え
て
十
重
海
印
と
す
る
の
で
あ
る
。
五
海
印
説
を
基
本
と

す
る
海
印
論
の
方
向
は
、
華
厳
思
想
の
究
極
性
を
象
徴
す
る

「
十
」
の

適
用
に
ま

で
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

今
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
義
湘
系
華
厳
に
お
け
る
海
印
三
昧
の

重
視
と
そ
の
独
自
の
展
開
は
、
智
假
に
帰
さ
れ
る
五
海
印
説
を
大
き
な

支
柱
と
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
義
湘
系
華
厳
は
、
い
わ
ば
五
海
印

説
の
発
想
と
論
理
構
造
の
型
を
受
容
し
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

智
巖
が
実
際
に
五
海
印
説
を
提
唱
し
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

智
撮
の
海
印
論
に
関
し
て
い
え
ば
、
現
在
の
資
料
の
範
囲
内

で
は
む
し

う
そ

の
中

に
五

海

印

説

を

直

接

組

入

れ

る

こ
と

は

避
け

た

ほ
う

が

よ

か

ろ
う
。

だ

が
、

そ

れ
に

も

か

か

わ

ら

ず
、

義
湘

系

華

厳

の
人

ぴ

と

に

と

つ
て
は
、

五
海

印

説

は
ま

さ

し
く

義

湘

の
師

智

綴

の
も

の

で
あ

っ
た
。

五
海

印

説

を
抜

き

に
し

て
智

撮

の
海

印

三

昧

論

は

存
在

せ

ず
、

五
海

印

説

の
創

唱
者

と

し

て

の
智

綴

こ
そ
、

自

ら

の
信

じ
依

拠

す

る
智

撮

で
あ

っ
た
。

一
乗

法

界

図

を

原

点

と
す

る

義

湘

系

華

厳

の
教

学

は
、

五
海

印

説

が
智

綴

の
思

想

の
結

晶

で
あ

っ
て

は

じ

め
て

確
固

と
し

た

権

威

を

獲

得

し

え

た

と

い

え

よ
う
。

1
 
離
世
間
品
に
は
菩
薩

の
十
眼

の
第

十
と
し
て
あ
げ
ら

れ
、
「
平

等

法

門

見
法
界
故
」

と
説
明
さ

れ
る
。
智
綴

は
か
つ
て
捜
玄
記

(
一
)
で

「
普
眼

と
は
五
眼
自
在
智
を
具
す

る
が
故

に
普

な
り
。

ま
た
十
眼
を
具
す
な
り
。

理

量
ひ
と
し
く
知
る

が
ゆ
え
に
普

と
い
う
の
み
」
と
解
釈

し
て
い
る
。

2
 
五
教
章
巻
頭

お
よ
び
華
厳
経
伝
記
巻
頭
。

た
だ
し
詳

し
く

み
る

と
法
蔵

の
海

印
論

は

一
律

で
は
な

い
。
た

と
え
ば
凝
然
は
、
「
海
印
と

い
う

は
真

如
本
覚

な
り
。
妄
尽
き
、

心
澄

み
、

万
象
斉
し
く
現
ず
」
(
妄
尽
還
源
観
)

の
海

印
を
果
体

と
し
、

こ
の
上

に

「
一
切

の
万
象

を
印

現

す
」

(
同
)

お

よ
び

「
類

に
随

つ
て
殊
形

を
示
現
す
」

(探
玄
記
、

四
)

と
い
う

二

つ

の

用
が
あ
る
と
み
る
 
(
通
路
記
、

二
)
。
ま

た
南
紀

の
芳
英

は
二

門

五

別

を

立
て
る
 
(
南
紀
録
、
四
-

五
)
。
す
な
わ
ち
、
性
起

一
心
門
と
縁
起
理
事
門

に
大

別
し
、
前
者

に
本
覚

一
心

・
菩
薩
定

心

・
仏
果
菩
提

の
三

つ
を
摂

し
、

後
者

に
法
性
融
通
門

・
縁
起
相
由
門

の
二
門
を
置
く
。

3
 
引
用
は
法
界
図
記
叢
髄

録
 
(
下
ノ

一
)
 に
従

つ
た
。
五
海
印
説

そ
の
も

の
に
関
し
て
は
、
均
如

の

一
乗
法
界
図

円
通
記

(
上
)
・
十
句

章

円

通

記

智
假
と
義
湘
系
の
華
厳
思
想

(木

村
)
 

三
二
七
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智
撮
と
義
湘
系

の
華
厳
思
想

(木

村
)
 

三
二
八

(
下
)

の
引
用
に
も
文
意

の
上

で
の
大
差
は
な

い

(
た
だ
し
前
者

は

「
雲

華
答

日
」

の
前

の
全
文
を
欠
き
、

後
者
は
、

そ
の
要
点
を
記

す

の
み
)
。

し
か
し
思
想
的
に

一
応
注
意
さ

れ
る

の
は
、
傍
点
を
付

し
た
語

が
次

の
よ

う
に
変
わ

つ
て
い
る

こ
と

で
あ
る

(
前
者
を
(
a
)
、
後
者
を
(
b
)
で
表
示
)
。

性
徳
↓
(
b
)
万
徳

妄
想

↓
(
a
)
(
b
)

妄
念

無
相
無
分
別
↓
(
a
)
離
相
離
分
別

実
相
↓
(
a
)
な
し

二
仏
↓
(
b
)
二
仏
世
界

総
相
↓
(
b
)
総
相
中
道

遍
計

↓
(
b
)
分
別
遍
計

像
↓
(
b
)
之
法

4
 

こ
の
ほ
か
入
法
界

品
に
も
数

ケ
所
、
帝
釈
と
阿
修
羅

の
関
係
は
触

れ
ら

れ
、
内

一
ケ
所

で
は
帝
釈

が

「
法
須
弥
頂
」

に
住
す
る
も
の
と
し

て
示
さ

れ
て
い
る
。

5
 

一
例

を
あ
げ
る
と
、

智
綴

は

「
如
来
蔵

・
仏
性

の
体

は

た

だ

こ

れ
普

法
、

た
だ

こ
れ
真

法
な
り
」

(
五
十
要
問
答
、
下
)

と

の
べ
、
こ
れ
を

「
同

教

一
乗

の
義
」

と
み
な
す
。

同
教
と
第
四
の
海
印
と

の
思
想
的
対
応
性
が

こ
こ
に
認
め
ら
れ
よ
う
。

ま
た
華
厳
独
自

の
仏
身
論
と
し
て
二
種
十
仏
説

が
立

て
ら
れ
、
解
境

の
十

仏
が

「
第
八
地
三
世
間
中
の
化
身

・
衆
生
身
等

な
り
」

と
論

ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
、
別
教

の
立
場
と
第

五
の
海
印
と
の
深

い

連
関

を
窺
わ
せ
る
。

6
 
仏
小
相
光
明
功
徳

品
で
は
、

業
報

の
あ
り
方
を
響
え
る
た
め
に
用

い
ら

れ
て
い
る
。

そ
し
て
、

こ
の
段
に
続

く
普
賢
菩
薩
行
品
で

「
百
千
障
擬
法

門
」

が
い
わ
れ
、

こ
れ
に
対

す
る
十
種
の
正
法
が
説
か
れ
て
、
普
賢

の
実

践

の
内
容

が
順
次
展
開

さ
れ
て

い
く
。
第
六

の
海
印
が
、
経
典

の
叙
述
を

踏
ま
え
て
い
る

こ
と
が
知

ら
れ
よ
う
。
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